
2007年度組織学会研究発表大会プログラム

開催日：2007年6月1日(金)・6月2日(土)・6月3日(日)　　於：京都産業大学
住　所：〒603-8555　京都府京都市北区上賀茂本山　
                 京都産業大学組織学会研究発表大会準備委員会
　　　　　　　　　　　大会前日まで 075-705-1454 (経営学部事務室)
　　　　　　　　　　　大会当日 075-705-1453 (経営学部長室直通)
　　　　　　  メールアドレス：os-2007@cc.kyoto-su.ac.jp
懇親会会場： リーガロイヤルホテル京都　
　　　　　　 住所：〒600-8237　京都市下京区東堀川通塩小路下ル松明町1
　　　　　　 電話：075-341-1121 (http://www.rihga-kyoto.co.jp/index.htm)

2007年6月1日(金)
　11：00～18：00 ドクトラル・コンソーシアム 神山ホール 第２セミナー室

2007年6月2日(土)
　 9：20～ 受付 ５号館 (経済・経営学部棟) １F
　10：00～11：00 大学院生セッション(I) 会場A・B・C・D
　11：00～11：10 休憩
　11：10～12：10 大学院生セッション(II) 会場A・B・C・D
　12：10～13：00 昼食
　13：00～15：00 研究発表セッション 会場A・B・C・D・E・F
　15：00～15：10 休憩
　15：10～16：00 特別講演 会場G
　16：00～16：10 休憩
　16：10～17：40 高宮賞授賞式および会員総会 会場G
　17：40～19：00 懇親会会場への移動
　19：00～21：00 懇親会 リーガロイヤルホテル京都

2007年6月3日(日)
　 9：20～ 受付
　10：00～11：00 大学院生セッション 会場A・B・C
　11：00～11：10 休憩
　11：10～12：00 高宮賞受賞者セッション 会場E
　12：00～13：00 昼食
　13：00～15：00 研究発表セッション 会場A・B・C・D・E

参 加 費 ：振込前納：一般6,000円　　大学院生3,000円
 ：当日支払：一般7,000円　　大学院生6,000円

懇親会費 ：振込前納：一般7,000円　　大学院生5,000円
 ：当日支払：一般8,000円　　大学院生8,000円

申込方法 ：同封の葉書に必要事項をご記入の上、5月15日(火)までにご送付ください。総会を欠席される方は、
  同封の委任状葉書をご送付ください。
支払方法 ：同封の振込依頼書に必要事項をご記入の上、5月15日(火)までにお振り込みください。ご送金いた
 　だいた参加費の返却は致しかねますが、大会ご欠席の場合には、報告要旨を一部お送り致します。
昼　　食 ：弁当を希望される場合には、同封の葉書にてお申し込みいただいた上で、同封の振込依頼書で
 　必要金額 (１日分1,000円、2日分2,000円) を必ず前納してください。なお、学内には食堂があり
 　ますが、学外付近には飲食店がまったくございません。



2007年6月2日（土）午前　大学院生セッション（報告15分・質疑応答5分）

会場A：5301
司会：小島廣光(北海道大学)
金治宏(神戸大学)
NPOの存続可能性についての考
察

宮重徹也(金沢大学)
倫理的企業政策の浸透と人的資
源の獲得－医薬品産業の実証研
究－
大原亨(一橋大学)
中小企業の事業転換プロセス

司会：塩次喜代明(九州大学)
日野恵美子(神戸大学)
創業経営者と操業経営者　電気
機器産業一部上場企業の全数調
査
岸本太一(一橋大学)
石油価格と為替レートの日本企業
の利益率水準への影響

永峯英行(同志社大学)
選択と集中のジレンマ

会場B：5302
司会：太田肇(同志社大学)
野林晴彦(早稲田大学)
経営理念の浸透－理念内容・浸透策・
浸透度の関係－

江夏幾多郎(一橋大学)
成果主義の現場化－従業員による
人事制度の受容過程における多
様性についての検討－
成田康修(総合研究大学院大学)
組織文化マネジメントのケース分
析－公益企業のダイバーシティ戦
略を題材として

司会：篠原健一(京都産業大学)
上西聡子(日本福祉大学)
制度理論と高齢者雇用

森永雄太(神戸大学)
モティベーションの自己調整～自
己による働きかけへの注目～

西村孝史(一橋大学)
働き方の多様化とキャリア

会場C：5303
司会：長瀬勝彦(首都大学東京)
佐藤秀典(東京大学)
金融業における新商品開発プロセ
ス－損害保険業の事例－

太田理恵子(一橋大学)
研究開発組織におけるコロケーシ
ョンとコミュニケーション・パター
ンの関係
糸久正人(東京大学)
実験戦略と製品開発パフォーマン
ス

司会：廣田俊郎(関西大学)
小阪玄次郎(一橋大学)
部品専業メーカーの技術開発体
制－特許データを用いた蛍光表示
管業界の事例研究－
中原久美子(京都大学)
ロードレース的技術進化の構造－
日本のエアコン産業を例に－

鈴木修(一橋大学)
急進的イノベーションと漸進的イ
ノベーションとの二律背反関係に
関する考察：携帯電話端末の開発
を題材に

会場D：5405
司会：椙山泰生(京都大学)
向渝(東京大学)
日系企業は中国で“共鳴”を求め
られるのか？－広州本田の経験か
らの示唆－
李美花(立教大学)
米日韓におけるマルチタスク・フ
ランチャイジーの生成要因比較

兪成華(横浜国立大学)
多様な経営を生かす東風汽車の
再生

司会：岸田民樹(名古屋大学)
小西昭仁(京都大学)
組織変革におけるチェンジ・エー
ジェントの役割

井上祐輔(大阪市立大学)
社会学における新制度派組織論
の展開についての一考察－インプ
リケーションの検討を中心に－ 
畑和之(首都大学東京)
「デザイン」される組織／環境関係：
組織／環境関係論の批判的検討
を通じて

昼休み（12：10～13：00）

休憩（10分）

休憩（10分）

2007年6月2日（土）午後　研究発表セッション（報告25分・質疑応答15分）
会場A：5301
司会：延岡健太郎

(神戸大学)
咲川孝(新潟大学)
電機組立セル及びラ
インにおける作業・組
織慣行と製造成果

小菅竜介(東京大学大
学院) ニクラス・モディ
グ(ストックホルム商科
大学大学院)
サービス業におけるト
ヨタ生産方式の活用
－自動車ディーラーの
事例－
朱穎(跡見学園女子大
学)
技術の不確実性と企
業間イノベーション：自
動車排気浄化技術の
開発

会場B：5302
司会：三品和広

(神戸大学)
松岡久美(香川大学)
山田仁一郎(香川大学)
アカデミック・スピン
オフの正統化のパラド
ックス：大学・ベンチャ
ーのパートナーシップ
と大学研究者の役割

尾崎弘之(東京工科大
学)大木裕子(京都産
業大学) 亀岡京子(京
都大学大学院)
米国大学院における
起業家教育－現状分
析と日本におけるアプ
リケーション
後藤俊夫(光産業創成
大学院大学)
ファミリー企業(FB)に
おける創業者一族の
所有と経営について

会場C：5303
司会：守島基博

(一橋大学)
西尾久美子(神戸大学
大学院)
O f f - t h e - J o b  
Trainingの意義－働
きながら学ぶ、京都花
街芸舞妓の事例－

浅野茂(神戸大学)
日本人の組織形成・維
持運動に関する研究
－南米における日本
人移住者の事例から
－

若林直樹(京都大学)
西岡由美(湘北短期大
学)松山一紀(近畿大学)
本間利通(京都大学大
学院)
研究人材のキャリア・
マネジメントと複線型
人事制度：製薬企業調
査に見る実践と課題

会場D：5405
司会：金井一頼

(大阪大学)
朴唯新(宇部工業高等
専門学校)陳韻如(九州
国際大学)
ナショナルイノベーショ
ンシステムにおける核
機関のコーディネート
能力－台湾の半導体産
業の創出におけるITRI
の役割－
笹野尚(日本政策投資
銀行 設備投資研究所)
ハイテク型産業クラス
ターの形成メカニズム
についての考察：フィン
ランド・オウルICTクラ
スターにおける歴史的
実証 
藤野哲也(長崎大学)
日本企業における連結
経営－「連結組織図」
をめぐって－

会場E：5406
司会：沼上幹

(一橋大学)
立本博文(東京大学 
ものづくり経営研究セ
ンター)
ＰＣのバス・アーキテ
クチャの変遷とプラッ
トフォームリーダの変
化について

河尻耕太郎(産業技術
総合研究所)濱崎陽一
(産業技術総合研究所)
産業技術総合研究所
における組織設計と
研究生産性について
の相関分析

三浦雅洋(国士舘大学)
組織変革の行動論的
モデルをめざして

会場F：5407
テーマセッション

稲葉祐之(大阪市立大
学)大平修司(諏訪東
京理科大学)大室悦賀
(京都産業大学)唐木
宏一(一橋大学)神原
理(専修大学)土肥将
敦(高崎経済大学)
ソーシャル・イノベー
ション研究の可能性－
ソーシャル･イノベー
ションが組織研究にも
たらすもの
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昼休み（12：00～13：00）

15：10～16：00  会場G：514教室　　　特別講演：京都銀行頭取 柏原康夫

16：10～17：40  会場G：514教室　　　評議員選挙　　高宮賞授賞式　　会員総会

19：00～21：00  懇親会（リーガロイヤルホテル京都）

 2007年6月3日（日）午前　大学院生セッション（報告15分・質疑応答5分）
会場A：5301

司会：小川進(神戸大学)

後藤恵美(名古屋市立大学)

シニアの学習特性と商品開発

藤田晶久(中京大学)

フロント・エンドにおける顧客志向の組織運営

に関して－組織・個人・顧客関係におけるチーム・

デザインの観点から－

大石雅俊(首都大学東京) 

感情ヒューリスティックと思い入れ効果：保険

加入の意思決定に関する実証研究 

会場B：5302

司会：榊原清則(慶応義塾大学)

木佐森健司(神戸大学)

遺伝子組換え作物の事業化プロセスにみる科

学と社会のハイブリッド 

小柳和子(東北大学)

ユビキタス・ロボティクスに向けたセクトラル・

イノベーション・システムの進化－大阪圏の役

割を中心として－ 

真保智行(一橋大学) 

ライセンス契約の形態の選択－石油化学産業

を対象として－

会場C：5303

司会：楠木健(一橋大学)

鈴木信貴(京都大学)

工作機械産業におけるビジネスモデルの革新 

田平由弘(立命館大学)

製品開発における外部資源活用と知識蓄積

山 喜代宏(神戸大学)

中核資源を持たない企業における競争優位の

論理

休憩（10分）

11：10～12：00 会場E：5406　　　　高宮賞受賞者セッション　　　司会：大滝精一(東北大学)

2007年6月3日（日）午後　研究発表セッション（報告25分・質疑応答15分）
会場A：5301

司会：佐藤郁哉

(一橋大学)

山口みどり(東京経済大学)

イノベーションと正統性－

日本におけるシネマコンプ

レックスの導入プロセス－

高島知佐子(大阪市立大学)

井上祐輔(大阪市立大学大

学院)川村尚也(大阪市立

大学)

伝統芸能における正統的

創造－人形浄瑠璃の芸と

道具の関係性の制度論的

分析－

大木裕子(京都産業大学)

古賀広志(関西大学)小松

陽一(関西大学)

弦楽器製作における伝統

継承と知の変換メカニズム

に関する研究

会場B：5302

司会：金井壽宏

(神戸大学)

福冨言(京都産業大学)

営業職・販売職の人々は組

織の利害をどのように知り、

どのように行動するか～出

身・人生設計・給与に注目

して

久保亮一(京都産業大学)

山野井順一(コネチカット

大学ビジネススクール) 林

正(早稲田大学大学院) 河

尻耕太郎(産業技術総合研

究所)原田隆(産業技術総

合研究所)

研究組織におけるプロジェ

クトリーダー －研究者間の

コミュニケーション：自律性

と管理の葛藤

会場C：5303

司会：新宅純二郎

(東京大学)

武石彰(一橋大学）野呂義

久(三菱総合研究所)

企業の境界：日本の自動車

産業におけるその変遷と

要因

藤原雅俊(京都産業大学)

多角化企業の成長論理：技

術の転用･突出・深耕メカ

ニズム

長内厚(神戸大学)伊吹勇

亮(長岡大学)

規格間ブリッジによるネッ

トワーク外部性のコントロ

ール－デジタル家電産業

の標準化における周縁企

業の戦略－ 

会場D：5405

司会：周佐喜和

(横浜国立大学)

陳韻如(九州国際大学)井

村直恵(京都産業大学)

アジアにおける経営の再

生－日本と台湾の比較

中田行彦(立命館アジア太

平洋大学)

液晶産業における「コアナ

ショナル経営」によるグロ

ーバル競争

会場E：5406

司会：浅羽茂

(学習院大学)

正路英一郎(日立金属工具

鋼(株)・多摩大学大学院)玉

田正樹((株)構造計画研究所)

ロングテール市場における

マルチエージェント・シミュ

レーションによる価格決定

モデル－金属加工製品を事

例として

伊藤宗彦(神戸大学)

イノベーション・インパクト

－デジタル機器産業におけ

る製品価格決定のメカニズ

ム－ 
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●交通のご案内
　

　◇地下鉄（烏丸線）をご利用の場合（推奨）

　　・「国際会館駅」下車→京都バス（40系統）で京都産業大学前下車

　　　　　　　　　　　　　（バス乗り場は、地下鉄３出口、国際会館駅前バスターミナルの２番乗り場です。）

　　・「北山駅」下車→京都バス（38系統）で京都産業大学前下車

　　　　　　　　　　　　　（バス乗り場は、地下鉄３番出口前にあります。）

　　・「北大路駅」下車→市バス（北3）または京都バスで京都産業大学前下車

　　　　　　　　　　　　　（バス乗り場は、北大路バスターミナル地下２階のA乗り場です。）

　◇京阪本線をご利用の場合

　　　「出町柳駅」下車→京都バス（広河原32・静原・城山34・市原35・京都産業大学36系統）で京都産業大学前下車

  （注１）出町柳駅発の京都バスは極めて少ないので、ご利用の場合はご注意ください。

  （注２）タクシーをご利用の場合

上で記した地下鉄各駅からご利用されるのが便利です。

＊「北大路駅」からは若干時間がかかる（約15分／約1,500円）ものの、ほぼ確実にすぐタクシーに乗れます。

＊「北山駅」「国際会館駅」から大学までは近い（北山駅から約10分／国際会館駅から約5分）ものの、タクシーは

少なめです。

  （注3）本学には駐車場がありませんので、車でのご来校はお控え下さい。

＜交通アクセス＞

＜学内マップ＞

大会ホームページのお知らせ

大会に関する詳細は、大会ホームページにてご確認頂けます。

URLは以下の通りです。

http://www.cc.kyoto-su.ac.jp/project/os-２００７/
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